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打上げ結果概要



 
ＪＡＸＡは、９月１１日（金）２時０１分４６秒（日本

 標準時）に、種子島宇宙センター吉信射点から、

 Ｈ－ⅡＢロケット試験機を打ち上げた。



 
Ｈ－ⅡＢロケット試験機は、予定されていた飛

 行経路を順調に飛行し、リフトオフから約１５分

 １０秒後に宇宙ステーション補給機（ＨＴＶ）技術

 実証機を所定の軌道に投入した。



 
現在フライトデータの詳細評価を実施中。



 
９月１１日（金）２時０１分４６秒は、当初から予

 定していた打上げ日時であり、天候等の問題も

 なく計画通りの打上げが行われた。

Ｈ－ⅡＢロケット
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打上げシーケンスおよび飛行結果

SRB-A第1ペア分離

SRB-A 第2ペア分離

フェアリング分離

第1段エンジン燃焼停止

第1段・第2段分離

第2段エンジン

燃焼開始

第2段エンジン

燃焼停止

HTV分離

イベント
経過時間

実測値（速報） 予測値

リフトオフ 0分

 

0秒 0分

 

0秒

SRB-A(※1)燃焼終了 1分

 

50秒 1分

 

49秒

SRB-A第1ペア分離 2分

 

5秒 2分

 

4秒

SRB-A第2ペア分離 2分

 

8秒 2分

 

7秒

衛星フェアリング分離 3分

 

42秒 3分

 

37秒

第1段主エンジン燃焼停止（ＭＥＣＯ） 5分

 

47秒 5分

 

44秒

第1段・第2段分離 5分

 

56秒 5分

 

52秒

第2段エンジン燃焼開始（ＳＥＩG） 6分

 

3秒 5分

 

59秒

第2段エンジン燃焼停止（ＳＥＣＯ） 14分

 

19秒 14分

 

16秒

HTV技術実証機分離 15分

 

10秒 15分

 

6秒

投入軌道 計画値 軌道投入誤差 実測値(※2、※3)

遠地点高度 300.0

 

km ± 2 km 299.9 km

近地点高度 200.0 km ±10

 

km 199.8 km

軌道傾斜角 51.67度 ±0.15度 51.69度

(※1)固体ロケットブースタ
(※2)HTV技術実証機が取得したデータから決定した軌道
(※3)高度は地球の赤道半径6378kmを基準とした。 2



【参考】ロケット搭載カメラより撮影した画像
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■ＨＴＶ技術実証機の分離
■フェアリング分離

■ＳＲＢ－Ａ第１ペア

 

分離
■ＳＲＢ－Ａ第２ペア

 

分離

ＳＲＢ－Ａ第２ペア

ＳＲＢ－Ａ第１ペア

搭載カメラ位置

A

C

B

D

カメラＣによる画像
（ＨＴＶの下方から撮影）

カメラＡによる画像
（ＳＲＢ－Ａを上方から撮影）

■第１段・第２段

 

分離

カメラＤによる画像
（段間部内を上方から撮影）

ＨＴＶ技術実証機

第１段機体

ＬＥ－５Ｅ
エンジン

第２段機体

フェアリング
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